
 

〇第七次鹿島市総合計画 改訂のポイント 

 

 

令和４年９月、本市は「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。豊かな環境資源を

活用し、自然との調和、循環型社会の構築の上に成り立つ鹿島らしい脱炭素社会の実

現に取り組んでいます。 

 

また、デジタル技術の活用によって、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる

社会」を目指す「デジタル田園都市国家構想」の実現に向け、地域の個性を活かしな

がら、地域課題解決や魅力向上の取組みを加速化・深化し、誰一人取り残さない地域

社会を構築するため、ＤＸの普及と推進に取り組んでいきます。 

 

以上を踏まえ今回の改訂は、総合計画のうち「基本構想」、「まち・ひと・しごと創

生総合戦略（第２期）」と「基本計画」を見直すものであり、策定後の社会情勢などを

反映した施策を追加することで、実効性のある総合計画とすることを目指します。 

 

 

具体的には… 

 

 

総合計画の基本構想の内、施策の基本的考え方に「持続可能なまちづくり」を追加

し、豊かな環境資源を活用し、自然との調和、循環型社会の構築の上に立つ鹿島らし

い脱炭素社会の実現を目指すことと、ＤＸの普及と推進に取り組むことで、地域課題

解決や魅力向上の取組みを加速化・深化させ、誰一人取り残さない地域社会の構築を

目指すことを明記しました。 

 

 

基本構想に上記のことを明記したことにより、基本構想にかかげた将来像を実現す

るために取り組む施策を体系化して示すものである「基本計画」にも明記しています。 

 

 

まち・ひと・しごと創生総合戦略（第２期）については、令和４年１２月２３日に

デジタル田園都市国家構想総合戦略が閣議決定をされたことを踏まえ、名称の変更及

び地域ビジョンを追加しました。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画の構成（改訂後） 

将来像やまちづくりの基本的な考え方を示すもの 

目指す都市像 

「みんなが住みやすく、暮らしやすいまち」 

施策の基本的考え方 

・「しごと・ものづくり」「ひとづくり」「まちづくり」

の好循環を目指す 

・みんなですすめるまちづくり 

・災害に強いまちづくり 

・持続可能なまちづくり ※追加 

基本構想 

基本計画 

各分野における将来像を実現するために取り組む施

策の方向性を示すもの 

第１章 産業の振興 

第２章 福祉・保健・医療の充実 

第３章 都市基盤の整備・環境の保全 

⇒「ＳＤＧｓの推進」「脱炭素社会の構築」を追加 

第４章 安全・安心 

第５章 教育・文化・スポーツの向上 

第６章 計画を推進するために 

 ⇒「ＤＸの推進」を追加 

実施計画 

具体的な事業を示すもので、

社会情勢等に柔軟に対応する

ため毎年 3 年計画をローリン

グ方式で策定 

まち・ひと・しごと創生総合戦略（第 2期） 

総合計画を形成する各分野において、「しごとづくり」「ひとづくり」「まちづくり」に特化した

施策・事業に取り組むものであり、総合計画と一体的に策定 

⇓ 

令和４年１２月２３日に閣議決定された「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を踏まえ、「デ

ジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生総合戦略（第２期）に名称を

変更し、本市の地域ビジョンを追加 

 


